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金資産 462 百万円の取り崩し、および、当初見込んでいた東京店差入保証金返還の引当金戻入益 125 百万円の

交渉延長による繰り越し、また投資有価証券評価損 8百万円の計上等、前回予想時には想定していなかった減

少が主な理由であります。 

なお、連結子会社グローバルルートにおいて発生した売掛金回収懸念により営業損失 269 百万円の計上を発

表いたしましたが、回収懸念先から事業の一部譲り受け等の結果、同子会社の当期純損失は 251 百万円となる

見込みであります。 

 

＜個別業績＞ 

個別業績の修正理由につきましては、連結において記載した理由と概ね同様でありますが、連結子会社であ

ります株式会社サンマールの子会社株式評価損239百万円を親会社である当社において特別損失計上する見込

みであります。なお、連結におきまして当該計上は相殺されるため連結業績に影響は致しません。 

 

（４） 次期の見通し 

次期につきましては、震災の影響等により、経営環境は先行き不透明感が増すものと予測されます。しかし

ながら、当社事業である「前売卸売業」は本来、適品を適時に適価で提供し、こうした厳しい環境であるほど、

小売業のお役に立てるものと考えます。創業 111 年目となる次期は、以下に注力してまいります。 

東日本地区に対しては、顧客訪問活動を強化し、特に被災地区の小売店様には商品、情報、物流等、多面的

な支援を継続してまいります。西日本地区に対しては、顧客単位での販売担当の設置や顧客開拓担当を増員し

販売強化を図ります。 

商品展開においては、「アラフォー」世代に向けた商品強化と「ヤング」向け商品の見直しを推し進めてま

いります。セット事業においては、単品提案からよりトータルコーディネイト提案の拡充を図り、好評のアウ

トレット事業については拡大強化を図ってまいります。 

また、経営資源をより一層見直し、商品調達、販売面の機能分化を明確にした組織再編を実施するとともに、

営業支援推進の新規部門を創設し、事業創出や物流改革に着手して事業効率向上を図ってまいります。 

連結子会社サンマールにおいては、メンズのトラッドショップ「ケントハウス」に資源集中し、調達ルート

の見直し等を図りながら認知度を上げ、飛躍の足がかりを築いてまいります。 

また、輸入代行業務を主体とする連結子会社グローバルルートは、設立 2年目を迎え、海外からの直輸入商

品を大幅に増加し、価格面でのメリット強化を図ると共に、期首の事業譲渡資産を有効に活用し拡販を図って

まいります。 

当社グループ全体において、次期はその結び付きを強化し、付加価値創出を図ると共に、グループをあげて

徹底したコスト削減を図ってまいります。 

次期の業績予想につきましては平成 23 年５月６日に発表する予定であります。 
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２． 配当予想の修正について 

（１） 平成 23 年３月期期末配当予想の修正 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 
（平成 22 年 10 月 21 日発表） 

― 0.00 ― 5.00 5.00

今回修正予想 ― ― ― 3.00 3.00

当期実績 ― 0.00 ―  

前期(平成 22 年３月期)実績 ― 0.00 ― 10.00 10.00

 

（２） 修正の理由 

当社は、株主への継続的利益還元を重要な経営課題の一つと考え、安定配当を行うことを基本方針としており

ます。 

当社といたしましては、１株当たりの期末配当は５円を予定しておりましたが、今回の業績予想の修正等を総

合的に勘案した結果、１株当たり３円に修正いたします。 

 

３． 親会社である当社における特別損失の計上について 

当会計期間におきまして、連結子会社であります株式会社サンマールの子会社株式評価損失を計上する必要が

生じましたので、お知らせいたします。 

＜特別損失の計上＞ 

（１） 特別損失の内容 

平成 23 年３月期 子会社株式評価損 239 百万円 

 

（２） 計上に至った経緯 

株式会社サンマールは、前期および当期において不採算店の撤退を続けており、次期においてもその継続

を予定し、１株当たりの純資産額下落率が 50％を超えることが予測されるため、株式評価損を計上するに至

りました。 
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